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2020年0月00日発行 「鵬際」鵬は翼の巾3,000里、一飛びで90,000里という伝説

上の中国の鳥。そこで鵬（おおとり）が飛ぶ（＝はるかなかな

たの）空のことを言う。「際限のない」という意味でも使われ

る。私たち経済開発同友会の目指す活力ある八代づくりも、

言わば際限のない努力を必要としますが毎年この機関誌を

出す事によって一歩一歩目標に近付きたいものです。その願

いを込めて誌名を「鵬際」と名付けました。尚、題字は本島

小夜子先生にお願い致しました。

八代経済開発同友会
（通巻第131号）

http://www.goroyoka-yatsushiro.com
E-mail : jimukyoku@goroyoka-yatsushiro.com

　わが国では、想定外の気候変動による自然災害の拡大や少子高齢化・人口減少社会の到来をはじめとし、今
年になってから、世界的な新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の影響と過去に例のないスピートで我々
を取り巻く環境が変化してます。一方で経済のグローバル化、通信技術の進展（5G）さらに働き方改革等様々
な変化への対応が求められている時代に突入しております。
　昨年5月、皇位継承・改元という新たな「令和」時代が幕をあけ本年7月に開催予定でしたスポーツの祭典
東京オリンピック・パラリンピックが、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の影響により2021年7月
に延期となりました。このような緊急事態ではありますが、八代では2020年2月、八代港国際クルーズ拠点
港整備事業における「くまモンポート八代」の完成。2022年に八代市役所新庁舎完成、更に2023年には、民
族伝統芸能伝承館（仮）完成及び八代経済開発同友会の継続事業の一つでもある「八代・天草シーライン」建
設に向けた大型プロジェクトが、現実のものとなっています。
　そのような中、私共八代経済開発同友会は“奉仕の志を持つ者が、ともに集い学び合い、幸福感のある企業
と活力ある地域づくりに貢献する”の理念の下で様々な事業を展開してまいりました。本年57年目を迎える八
代経済開発同友会は、６委員会及び事務局グループを含め93名のメンバーでスタートいたします。
　各委員会活動の中で様々な事業の企画・立案・実行があるかと思いますが、挑戦なくしては前に進むことも
できず、その過程には大きな壁にぶつかり結果が伴わないこともあるかと思います。しかしながら挑戦を続け
るその小さな積み重ねが、未来を切り開く一歩となり、地域経済の発展につながると確信しております。
　上記に掲げた本年度スローガンは、個々の力は小さいかもしれませんが、八代経済開発同友会の理念の下、
各委員長をはじめ、メンバー同士が鋭い感性（個性）と、各委員会開催時に浮かび上がるアイデアを大事にし
てその時々の場面・場面で出た意見を文字にし、数値に置き換え行動することで、夢の実現に向けた八代経済
開発同友会独自の活動に繋がると考えてます。更にメンバー同士の企業や地域の企業が、共存共栄していく事
が新たな令和時代にふさわしい八代経済開発同友会としての大きな役割になると確信してます。小さい個々の
力を結集し、大きな力に変えていく！　その強い私自身の決意を尖（トガル）の1文字に込めさせていただき
ました。
　更に本年度、私共八代経済開発同友会は3年後の60周年に向け会員拡大においても100名以上の会員数を
目指し前年同様、力を注いでまいります。
　最後に、政府発表のとおり新型コロナウイルス感染拡大（4月現在）は重大な局面を迎えており、危機的な
状況はしばらく続くと想定されますが、一日も早い事態の収束と、地域の商圏に活力が戻ることを祈ってやみ
ません。行政の皆様、関係諸団体の皆様におかれましては、これまで同様、ご指導ご支援をお願い申し上げます。

尖（トガル）
八代経済開発同友会　令和2年度　スローガン

鋭い感性（個性）とアイデアに基づき
夢の実現に向けた同友会活動を行う

八代経済開発同友会 第57代 代表幹事　　　
吉　武　卓　哉
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　夢の実現に向けて架橋建設促進の機運醸成でスタートした署名活動が、昨年の３月に一次目標の３
万名に到達し、昨年度も引き続き二次目標の５万名を目指してイベントや大会、各方面での署名活動
を行って参りました。そして、行政と共に昨年８月に開催しました総決起大会において、国交省での
要望活動にて声が挙がった名称変更について、「八代・天草架橋」から「八代・天草シーライン」に活
動名称が変更になり、確実に我々の声が届き、加速的に前進している状況です。
　今年度は、くまモンポート八代の運用開始後、インバウンド・観光・物流の面から見てもシーライ
ンの置かれている状況がますます変わっていくと予想される中で、当会でどうアプローチしていくか、

委員会メンバーの個々の尖ったアイデアを結集し、八代・天草シーライン建設促進民間協力期成会や行政及び他団体との
連携を図りながら、
　①５万名到達に向けた署名活動の継続　
　②八代の夕焼け発信事業の推進と夕焼けの絶景スポット探索　
　③名称変更に伴い新しいチラシ・ポスターの作成と啓発看板の書き換え
を軸に、八代・天草シーラインの早期実現に向けて、着実に前進するよう活動を行って参ります。

　令和の時代になり八代も様々な変化が起こっています。その変化に柔軟に対応し、更なる八代の地
域経済の発展に地域支援運営委員会一丸となって挑戦して行かなくてはなりません。まず本年も妙見
宮大祭に絡めた継続事業である「どや顔フォトコンテスト」及び「献灯運動」の更なる発展を目指し
ます。どや顔フォトコンテストでは４０の出し物全てに誇りと想いを持っている町衆の一瞬を、写真
として表現し易いような支援を考えます。次に昨年１１月、妙見宮の鳥居を飾った献灯の新たな活用
方法を見出し、妙見宮大祭の発展の一助となるよう鋭い感性とアイデアある企画運営をしていきます。
　また八代に住み、八代で暮らす私達が「やつしろのタカラ」（八代の魅力）を知ってはいても伝え

切れていない現状があります。やつしろの素晴らしい沢山の魅力を再発見、再確認し、「やつしろのタカラ」を次世代の子
供たちへ継承していきます。
　今年一年、八代地域の支援を目標に全力で行動していきますので会員の皆様のご協力をよろしくお願いしたします。

　八代市総合計画によれば本市の、総人口は、2015（H27）年国勢調査の127,472人が、2060年に
は約 67,600人まで減少すると推計されています。また、人口構造においても、老年人口の割合が全国・
県の平均を上回っている一方で、年少人口の割合は、全国・県の平均を下回っており、急激に少子高
齢化が進行していくことが予想されます。（一部抜粋）と記載があります。
　また、文部科学省によると熊本県の県内新規高卒者就職状況は県内就職の割合がH20年で61.9％
だったのがH29年では56.9％まで下がっています。人が減少する一方で「八代に魅力（就職）を感
じない若者」が増えているのが現状です。

 「活力ある地域づくりに貢献する。」ことを理念に掲げている八代経済開発同友会だからこそ、ここに力を注ぐべきではな
いでしょうか？
　当委員会では「TUNAGU事業」を邁進することで、会員企業の横の繋がりと、共存共栄できる「一番身近で一番小さい
集合体が八代経済開発同友会」と、会員同士で気軽に話ができる団体を目指します。そして、経済４団体との連携を図り、
「SDGｓ」を学ぶことにより「魅力ある企業」「就職したい企業」になるヒントが得られるはずです。個々の力を集結し、
大きな力に変え、幸福感のある企業と活力ある地域づくりに貢献できれば、八代の活性化に繋がると確信しています。
　１年間、尖って頑張りますので委員会会員はもちろん、全会員皆様の鋭い感性（個性）とご支援、ご協力の程、宜しく
お願いします。

地域の宝を発信～港からはじまる夢の実現への第一歩～
　 いよいよ２０２０年４月より『くまもんポート八代』がオープンします。観光拠点としても地域の
魅力をさらに発信し、魅力ある八代を国際的に広めて行きたいと思います。その為には、新しい何か
を作ることも大事ですが、地域に隠された宝を幅広い層から発掘し、SNS等を通じて発信していくこ
とも重要だと感じます。八代港に寄港したクルーズ船客が、ただの通過点にならない様に、寄港され
る方々のニーズを把握し、より多くの情報を発信できるように頑張っていきます。また、ノンシップ
デーでの『くまもんポート』の活用法についても考えていきます。管理者・利用時間・使用料等、利

用するための情報が現時点では不透明ですが、おもてなしゾーン・日本庭園・くまモン像、大型駐車スペース等、八代の
新しいランドマークにふさわしい設備が整っています。けっして『くまもんポート』をレガシーにすることなく、今後50
年100年と多くの方々の憩いの場となり、行ってみたい場所になるような民間ならではの活用法を考え実践していきます。
また、他団体や行政との連携を図りながら“やつしろ物流拠点構想”への取組みも進めて参ります。
　委員会メンバーの皆さんはもちろんのこと、会員の皆様、八代地域の皆さんと共に、この大きなチャンスを活かせるよ
うに頑張ります。

　昨年、会員拡大は100名を目標に取り組みましたが、残念ながら達成することはできませんでした。
会員交流においては、例会後の懇親会を単なる懇親会ではなく、情報交換の場として取り組み、好評
をいただいたと感じますが、入会３年未満の会員は積極的に例会や懇親会に参加できていないのを感
じます。
　会員拡大においては、会員総数100名を目標にします。そのためには、10名程の会員拡大をしなけ
ればいけません。まずは、会員拡大委員会メンバーと幹事会メンバーを中心にリスト作成に取り組み
ます。会員10名の拡大を達成するためには、拡大リストが少なくとも30名必要になります。５月ま

でに候補者リストを50名分作成し、６月にリストの精査を行います。その後、皆さんのお力をお借りしながら勧誘してい
きます。入会後は入会３年未満の委員会メンバーに担当者をつけ、早期退会を予防します。
　会員交流においては、入会３年未満の会員を中心に企画立案していきます。入会間もない会員が、学び、楽しみ、積極
的に八代経済開発同友会運動に参加することで、更なるやつしろの盛り上がりが期待できます。その盛り上がりは、早期
退会の予防だけでなく、会員の拡大にそしてやつしろの発展につながると確信します。担当例会の「慶寿の会」では、対
象者を祝福し、心に残る思い出の会にしたいと思います。また、経友会の企画を行います。そして12月例会は、中央の経済・
政治情勢の報告会に加え、会員の皆様が大いに盛り上がっていただける忘年会を企画します。
　会員拡大交流委員会は「奉仕の志を持つ会員が共に集う」場を提供するとともに「八代経済開発同友会は楽しい」と言
っていただける会を運営致します。我が委員会は役割上毎月登場しますが、セレモニーやゲーム等で御指名があった場合
は快く了承していただき、一緒に楽しんでいただければと思います。一年間みなさまの御協力を宜しくお願い致します。

　会員の皆様へ必要な情報・有益な情報を様々な角度から受信して発信する事、また外部の方々へ同
友会の活動・存在意義を知っていただき、同友会に入会したいと思っていただけるような情報を発信
する事を中心に活動して参ります。発信ツールは例年同様、広報誌・ホームページ・SNSを使用致し
ます。広報誌「鵬際」は年３回の発行、内容に関しては委員会メンバーで鋭い感性を発揮しアイデア
を出し合い、毎回魅力ある誌面作りをしていきます。ホームページ・SNSはタイムリーな更新を心がけ、
ホームページに関しては情報を広く知らしめる手段、SNSは様々な人と人との繋がりを重視し、一方
通行でなくやり取り出来る手段となる情報を発信していきます。活動に際し、委員会メンバーだけで

なく他委員会との連携が必要不可欠と考えます。会員皆様方のご理解・ご協力のほど、宜しくお願い致します。

八代・天草シーライン建設促進委員会 委員長　飛　石　幸　弥
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会員企業活性化委員会 委員長　木　本　清　勝

地域支援企画運営委員会 委員長　江　﨑　光　幸



　夢の実現に向けて架橋建設促進の機運醸成でスタートした署名活動が、昨年の３月に一次目標の３
万名に到達し、昨年度も引き続き二次目標の５万名を目指してイベントや大会、各方面での署名活動
を行って参りました。そして、行政と共に昨年８月に開催しました総決起大会において、国交省での
要望活動にて声が挙がった名称変更について、「八代・天草架橋」から「八代・天草シーライン」に活
動名称が変更になり、確実に我々の声が届き、加速的に前進している状況です。
　今年度は、くまモンポート八代の運用開始後、インバウンド・観光・物流の面から見てもシーライ
ンの置かれている状況がますます変わっていくと予想される中で、当会でどうアプローチしていくか、
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域経済の発展に地域支援運営委員会一丸となって挑戦して行かなくてはなりません。まず本年も妙見
宮大祭に絡めた継続事業である「どや顔フォトコンテスト」及び「献灯運動」の更なる発展を目指し
ます。どや顔フォトコンテストでは４０の出し物全てに誇りと想いを持っている町衆の一瞬を、写真
として表現し易いような支援を考えます。次に昨年１１月、妙見宮の鳥居を飾った献灯の新たな活用
方法を見出し、妙見宮大祭の発展の一助となるよう鋭い感性とアイデアある企画運営をしていきます。
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大きな力に変え、幸福感のある企業と活力ある地域づくりに貢献できれば、八代の活性化に繋がると確信しています。
　１年間、尖って頑張りますので委員会会員はもちろん、全会員皆様の鋭い感性（個性）とご支援、ご協力の程、宜しく
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地域の宝を発信～港からはじまる夢の実現への第一歩～
　 いよいよ２０２０年４月より『くまもんポート八代』がオープンします。観光拠点としても地域の
魅力をさらに発信し、魅力ある八代を国際的に広めて行きたいと思います。その為には、新しい何か
を作ることも大事ですが、地域に隠された宝を幅広い層から発掘し、SNS等を通じて発信していくこ
とも重要だと感じます。八代港に寄港したクルーズ船客が、ただの通過点にならない様に、寄港され
る方々のニーズを把握し、より多くの情報を発信できるように頑張っていきます。また、ノンシップ
デーでの『くまもんポート』の活用法についても考えていきます。管理者・利用時間・使用料等、利

用するための情報が現時点では不透明ですが、おもてなしゾーン・日本庭園・くまモン像、大型駐車スペース等、八代の
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年100年と多くの方々の憩いの場となり、行ってみたい場所になるような民間ならではの活用法を考え実践していきます。
また、他団体や行政との連携を図りながら“やつしろ物流拠点構想”への取組みも進めて参ります。
　委員会メンバーの皆さんはもちろんのこと、会員の皆様、八代地域の皆さんと共に、この大きなチャンスを活かせるよ
うに頑張ります。

　昨年、会員拡大は100名を目標に取り組みましたが、残念ながら達成することはできませんでした。
会員交流においては、例会後の懇親会を単なる懇親会ではなく、情報交換の場として取り組み、好評
をいただいたと感じますが、入会３年未満の会員は積極的に例会や懇親会に参加できていないのを感
じます。
　会員拡大においては、会員総数100名を目標にします。そのためには、10名程の会員拡大をしなけ
ればいけません。まずは、会員拡大委員会メンバーと幹事会メンバーを中心にリスト作成に取り組み
ます。会員10名の拡大を達成するためには、拡大リストが少なくとも30名必要になります。５月ま

でに候補者リストを50名分作成し、６月にリストの精査を行います。その後、皆さんのお力をお借りしながら勧誘してい
きます。入会後は入会３年未満の委員会メンバーに担当者をつけ、早期退会を予防します。
　会員交流においては、入会３年未満の会員を中心に企画立案していきます。入会間もない会員が、学び、楽しみ、積極
的に八代経済開発同友会運動に参加することで、更なるやつしろの盛り上がりが期待できます。その盛り上がりは、早期
退会の予防だけでなく、会員の拡大にそしてやつしろの発展につながると確信します。担当例会の「慶寿の会」では、対
象者を祝福し、心に残る思い出の会にしたいと思います。また、経友会の企画を行います。そして12月例会は、中央の経済・
政治情勢の報告会に加え、会員の皆様が大いに盛り上がっていただける忘年会を企画します。
　会員拡大交流委員会は「奉仕の志を持つ会員が共に集う」場を提供するとともに「八代経済開発同友会は楽しい」と言
っていただける会を運営致します。我が委員会は役割上毎月登場しますが、セレモニーやゲーム等で御指名があった場合
は快く了承していただき、一緒に楽しんでいただければと思います。一年間みなさまの御協力を宜しくお願い致します。

　会員の皆様へ必要な情報・有益な情報を様々な角度から受信して発信する事、また外部の方々へ同
友会の活動・存在意義を知っていただき、同友会に入会したいと思っていただけるような情報を発信
する事を中心に活動して参ります。発信ツールは例年同様、広報誌・ホームページ・SNSを使用致し
ます。広報誌「鵬際」は年３回の発行、内容に関しては委員会メンバーで鋭い感性を発揮しアイデア
を出し合い、毎回魅力ある誌面作りをしていきます。ホームページ・SNSはタイムリーな更新を心がけ、
ホームページに関しては情報を広く知らしめる手段、SNSは様々な人と人との繋がりを重視し、一方
通行でなくやり取り出来る手段となる情報を発信していきます。活動に際し、委員会メンバーだけで

なく他委員会との連携が必要不可欠と考えます。会員皆様方のご理解・ご協力のほど、宜しくお願い致します。
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港みらい委員会 委員長　俵　　　壮　一

情報発信委員会 委員長　中　尾　衣井子

会員交流・拡大委員会 委員長　下　田　和　利
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新型コロナ対策特集（情報発信委員会からのお知らせ）新型コロナ対策特集（情報発信委員会からのお知らせ）
・Withコロナ対策として、ICT（情報通信技術）を活用した「テレワーク」活用方法や、「テレワーク」
に潜むリスクと対策をご紹介します。

（情報発信委員長 中尾）（協力：NTT西日本 後藤会員、東京海上日動 舘山会員）

・お客様から会社にかかってきた電
話を会社事務所以外で受けたい

「テレワーク」活用方法 コロナ感染対策で職場に出られなくなった場合の対処方法

★テレワーク対応は、今後の大規模災害（パンデミック、大地震等）への備えとしても有効です。

＜こんなケースありませんか＞

お
客
様
対
応

＜具体的対処方法＞

・会社事務所への電話を別の電話番号に自動転送する
サービスの活用

・ネットワークへの不正アクセス
・顧客、取引先に関する情報の漏えい
・重要データの滅失

「テレワーク」に潜むリスクと対策 テレワーク実施時に注意すべき点と対処方法

＜リスク＞
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

＜具体的対処方法＞

・サイバー、情報漏えいリスクを補償する保険への加入
・保険会社情報発信サイト、保険付帯サービスの活用

在宅勤務中の従業員のPCがウイルスに感染し、顧客情報が漏えいした。
WEB会議中に第三者が不正アクセスにより侵入し、機密情報が漏えいした。

・お客様からの電話をいったん受け
た後に在宅勤務者に転送したい

・いったん電話に出たお客様からの通話を在宅勤務者へ
転送するビジネスフォン機能（三者通話、転送）の装備

・会社パソコン（PC）でしか出来ない
業務を自宅で実施したい

在
宅
勤
務
者
対
応

・インターネットに接続した自宅のPCから、会社PC
を安全に操作するサービスの活用　

・会社出勤者と在宅勤務者との間で緊
密なコミュニケーションを実現したい

・参加者を限定できるWeb会議サービスの活用
・スマホで利用できるビジネス用チャットアプリの活用

想定される
事例

労
　
務

・業務災害、使用者賠償リスクを補償する保険への加入
・社外の健康相談窓口の活用、専門家への相談

在宅勤務期間中に深夜残業等のオーバーワークが続き、従業員がメンタル不調となった。
会社側の労働環境への配慮不足が原因であるとして、損害賠償請求を受けた。

想定される
事例

・業務用PC等の盗難・紛失
（テレワークや持ち運び中、自宅で
の使用中）

社
有
機
器

・破損や盗難を補償する保険への加入
※法人所有の業務用PC等を補償対象とすることが可能

カフェで作業中に一時離席した際、業務用PCが盗難に遭った。
業務用PCを自宅保管中に、子供が誤って落下させて破損した。

想定される
事例

・オーバーワークによるメンタル不調
・従業員へのハラスメントによる提訴
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山本食堂

八代経済開発同友会
会員飲食店

応援プロジェクト

八代経済開発同友会
会員飲食店

応援プロジェクト

店名

所在地 八代市本町１丁目6-8
0965-34-9460
日～木
18：00～24：00
（ラストオーダー 23：30)
金・土・祝前日
18：00～翌 2：30
（ラストオーダー 翌 2：00）

TEL

営業時間

メニュー
コメント等

家庭的な懐かしい料理を愉しめる大人の隠れ家。最大48名
様のお席がご用意できます。カウンターもあり、お1人でも気
軽にお立ち寄りいただけます。金、土、祝前日は深夜2時半と
遅くまで営業しております。ぜひ「飲み足りないな～」「〆に一
品！」など、もの足りないあなたを受け入れてくれるお店です。

居酒屋　金之助
八代市本町１丁目2-31
0965-35-8588

なし （臨時休有り）定休日

17：00～24：00
（ラストオーダー 23：30)

京の町家風くつろぎの空間な
がらリーズナブルなお食事が楽
しめます。最大７０名様収容の
大宴会場完備！

31アイスクリーム
八代店

店名

所在地 八代市大手町2-4-25

0965-33-8845

10:00～20:00

TEL

営業時間

メニュー
コメント等

31アイスクリーム
ゆめタウン八代店
八代市建馬町3-1
ゆめタウン八代1F
0965-35-0031

不定休定休日

10:00～21:00

31アイスクリームは、１ヶ月(31日)毎日違ったフ
レーバーを楽しめます。
アイスクリームを通じてお客様に「幸せ」をお届けし
ます。

居酒屋　がらっぱ店名

所在地 八代市本町1-6-38　本町アーケード内
0965-31-8145

17：00～23：30

TEL

営業時間

メニュー
コメント等

生け簀の新鮮な活魚や郷土料理の他、バラエティ豊か
なメニューを取り揃え、お待ちしております。

不定休定休日

寿司　日本料理　葵店名

所在地 八代市本町1-13-26
0965-32-4418

ランチ　　11時～14時
ディナー　17時～22時
　　　　　（ラストオーダー21時）

TEL

営業時間

メニュー
コメント等

たっぷりの広いスペースで、全室に窓を完備し、十分
な換気、消毒をして、三密を避けてゆっくりとお食事
が出来ます。

不定休（お問い合わせください）定休日

お茶の濱大松園　イオン八代店店名

所在地 八代市沖町六番割3987-3
イオン八代ショッピングセンター１階
0965-45-5544

10：00～20：00

TEL

営業時間

メニュー
コメント等

お茶の濱大松園　イオン八代店では、『わらびもちミル
ク』が大人気です！！
もちもちおいしい新食感ドリンクです。

なし定休日
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プラムダ店名

所在地 八代市本町1-2-40　リタビル３階
0965-32-2744

20：00～２５：00

TEL

営業時間

メニュー
コメント等

明るく楽しいスタッフと美味しいお酒でお待ちしてお
ります。

月曜日定休日

八代グランドホテル　１階
　　割烹・お食事処　希望ヶ岡店名

所在地 八代市旭中央通り10-1
0965-32-2111

ランチ　 11：30～14：00

TEL

営業時間

メニュー
コメント等

日替わりランチ　880円
季節の限定ランチ各種

水曜日定休日

フレンチ・カンカン店名

所在地 八代市本町1丁目3-19
0965-32-3319

20時～25時

TEL

営業時間

メニュー
コメント等

大人のムード漂うお洒落な店内と明るいスタッフそし
て美味しいお酒が楽しめます。

日曜日・祝日定休日

セレクトロイヤル八代
ビアガーデン店名

所在地 八代市本町2丁目1-5
0965-34-1100

17：30～21：00（ラストオーダー20：30）
　7/3（金）～9/26（土）
　　営業日：木曜日、金曜日、土曜日

TEL

営業時間

メニュー
コメント等

・洋・中料理+飲み放題（90分）セットコース　お1人様4000円
・お得な前売りチケット販売中3,500円（4,000円分使用でき
ます）※無くなり次第終了
・満席になる場合がございますので事前のご予約をお願いいた
します

日・月・火・水定休日

日奈久温泉　あたらし屋旅館店名

所在地 八代市日奈久中町283
0965-38-0213

テイクアウト時間11：00～14：00
前日までの受付となります。
上記以外でも対応できる場合もございます。

TEL

営業時間

メニュー
コメント等

頑固主人のこだわりカレー！
馬すじの旨味がしっかり美味しい！！
他では味わえない味です！！！

不定休定休日

ホワイトパレス　ビアレストラン店名

所在地 八代市松江町290-1
0965-35-0005

ビアレストラン　2020年6月11日（木）～10月31日（土）
平　日：17:30～22:00（LO:21:30）
土日祝：17:00～22:00（LO:21:30）

TEL

営業時間

メニュー
コメント等

本格和食や洋食、中華と幅広くお楽しみ頂けます。ま
た、お得なセットメニューや、夏ならではの鱧しゃぶ
も準備しております。

不定休定休日


